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1 .著作権制度の始まり
山田奨治氏の「<海賊版>の思想18世紀英国の

永久コピーライト闘争」1 ）によれば、英国ではチ
ャールズ一世の時代、1637年の星室庁布令により、
言論統制を目的として、反政府的な本の印刷・販
売・輸入を禁止し、書店主組合に登記されている
本を、他人が印刷・輸入することを禁止したとい
う。書店主組合は、この検閲の一翼を担うことで
海賊版取締りの権限を得た。

その後、時代が変わり、書店主組合の検閲権限
が取り上げられると、海賊版の取り締まりの名目
として「学問の振興」を主張して請願し、その結
果1710年に世界最初の著作権法といわれる「アン
法」が定められた（アン女王の治世中に定められ
たのでそう呼ばれる）。「アン法」では、初めて「著
者」の権利を明記し、それを書店（出版者）が一定
期間（14年間）独占できるとした。

一方フランスでは、国王による特権認可状が、
最初は書籍商に与えられていたが、17世紀になる
と、次第に著作者にも与えられるようになった、
と宮澤溥明氏の「著作権の誕生　フランス著作権
史」2 ）では述べている。ルイ十六世の元、1777年
の国王顧問会議の「特権認可状に関する裁定」で
は、出版者は十年間または著者の生存中は排他的
な出版特権を有するが、特権を更新するためには
書物の1/4以上の増補がなければならず、また著者
の死後は独占できない。また著者は自ら出版する
特権を持ち、死後はこれを譲渡できる。これによ
って、出版者の独占は大幅に制限された。これが
フランスの著作権法の始まりと見ることができる。

このように、元々は書店（出版者）が出版につい
てのすべての権利を持っていたこと、次第に著者
の権利が認められていったという流れがわかる。
その後、わが国における権利制限規定にあるよう
に、利用者の権利も認められるようになってき

た。すなわち、著作権制度は、著作者、製作・流
通業者、利用者の三者の利害調整のためのもので
あるといえる。

なお、著作権制度における大きな異分子「映画」
においては、映画製作者が著作者と製作・流通業
者を兼ねており（日米とも）、利用者との（極めて
不平等な）二者対立となっていることにも注目し
たい。

2 ．ベルヌ条約、万国著作権条約、WCT
19世紀になって、欧州では文化が国境を越えて

流通するようになった。それぞれの国において
は、出版者の権利に代わって著作者の権利が次第
に確立するようになった（ただし、書籍の販売数
に応じた支払いはまだ行われず、多くは一時払い
であったが、少なくとも改版の際には追加の支払
いがおこなわれるようになった）。しかし、他国
人の著作物は勝手にコピーされたり、勝手に改変
されるのが普通であった。たとえばフランスの出
版物については、同じ言語を話すベルギーで海賊
版が出版された 2 ）。

著作権の国際的な保護について尽力したのは、
「レ・ミゼラブル」で有名なヴィクトル・ユゴー
である。1878年に開かれたパリの万国博覧会にお
いて、各国の文学者が集まり、その結果ユゴーを
名誉会長とする「国際文芸協会」が設立された。「国
際文芸協会」の主導により、1883年にスイスのベ
ルヌで国際会議が開かれた。正式な条約は、1885
年の第 2 回ベルヌ会議で採択された。その要点
は、外国人著作者にも自国民と同一の権利を認め
ること（内国民待遇）、著作権の保護には登録など
の手続を必要としないこと（無方式主義）、条約発
効以前の著作物にも適用すること（遡及効）、など
である。

日本は、1899年にベルヌ条約に加盟したが、米
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国が加盟したのはなんと1989年であった。
このように、100年以上前にできた条約の枠組

みが、 2 つの世界大戦を経て現在も有効であるの
は、驚くべきことであり、ユゴーらの先見性には
驚くほかはない。
「万国著作権条約」は、1952年に、ユネスコの

主導で採択された。これは米国（当時、著作権登
録が必要な「方式主義」であった）や当時のソ連
など、ベルヌ条約に参加していない国を著作権の
国際的枠組みに含めるためのものである。これは
1977年に改正条約が締結されている。ここでは、
著作権マーク「（c）」をつけることにより、無方
式主義の国の著作物も方式主義の国で保護される
ことを定めている。ただし、現在米国を含め「万
国著作権条約」加盟国のほとんどがベルヌ条約に
加盟しているため、「万国著作権条約」の実質的
意味は消滅している 3 ）。
「著作権に関する世界知的所有権機関条約」

（World Intellectuarl Property Organiztion 
Copyright Treaty：WCT）は、世界知的所有権機
構（World Intellectual Property Organization：
WIPO）が提唱して1996年に発行した条約である。
これは、ベルヌ条約など既存の著作権条約で保護
されないものについて定めている。たとえば、「イ
ンタラクティブ送信」、「技術的保護手段」などで
あり、デジタル・コンテンツの保護に重点を置い
たものとなっている。日本は2000年に加盟してお
り、国内法もこれに対応して改正している。

3 ．権利制限規定とフェアユース
わが国の著作権法は、著作権者（著作者または

著作者より権利の譲渡を受けた、あるいは相続し
た者）の権利を守る法律である。たとえば複製に
ついては、「著作者は、その著作物を複製する権
利を専有する」（第21条）とされ、他者が複製をお
こなう際は、著作権者の許諾が必要となる。

しかし、著作物のすべての使用において著作権
者の許諾を得ることにすると、非常に不便なの
で、わが国の著作権法には「権利制限規定」が定
められている。主な権利制限には次のものがあ

る。詳細については「専門図書館と著作権Q&A 
2012」4 ）の付録 1 を参照していただきたい。

①　私的使用のための複製（第30条）
②　図書館等における複製（第31条 1 項）
③　国立国会図書館における複製（第31条 2 項）
③　引用（第32条 1 項）

これら「権利制限規定」により、利用者の便宜
が図られているのであるが、現実には多くのグレ
ーゾーンがある。たとえば、企業において、イン
ターネットのページをプリントすることは「私的
使用」とは認められず、本来はすべて許諾が必要
であるが、いちいち許諾を取っているとは思われ
ない。こうしたグレーゾーンについて、いちいち
規定を作成することは煩雑であるばかりでなく、
逆に利用を不便にする可能性がある。そこで、著
作権者に著しく不利益でない限り、広く使用を認
めようというのが「フェアユース」の考え方である。

フェアユースは、もともと米国の著作権制度の
仕組みである。2008年12月の知的財産戦略本部会
合における報告「デジタル・ネット時代における
知財制度の在り方について」において、その導入
が提言されたが、2010年 1 月の文化審議会著作権
分科会では、かなり限定された「権利制限の一般
規定」となり 5 ）、それが2011年の著作権法改正に
反映された。しかし、あまりにも限定的なため、最
近ではほとんど話題にもならないありさまである。

4 ．著作隣接権について
日本の著作権法には著作隣接権というものがあ

る。これは、著作物を利用者が享受する際に必要
となる、実演や流通を担う者が得る権利である。
具体的には、音楽や演劇の実演家、音楽における
レコード製作者、テレビやラジオの放送事業者、
などが該当する。

最近話題となっているのは、出版者に対する
「隣接権」の付与の要求である 6 ）。米国などでは、
作者は著作権を出版者に譲渡する場合が多い。わ
が国でも音楽業界では作詞者・作曲家が著作権を
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音楽出版者に譲渡することがほとんどである。し
かし、日本の出版業界では、著作権はそのまま著
者に残し、出版契約によって出版をおこなってい
る。出版業界は長年、著作権法において「版面権」
を認めよと主張してきたが、文化庁における「電
子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議」
の報告 7 ）の中で、「出版者への権利付与に関する
事項」がまとめられたことをきっかけに、これを

「隣接権」として主張し始めたのである。これは
いってみれば、出版者が、近代著作権法によって
失われた権利を取り戻そうとしているようにも見
える。

出版社側は、電子書籍の時代となって海賊版な
どの権利侵害の恐れが増大しており、出版社が権
利を持つことにより、適切に対処できると主張し
ている。しかし、新たな権利創設により、著作物
の利用が複雑となることに対する警戒心も強く8 ）、ま
た出版社や作家の中でも疑問視する声がある9 ）。

5 ．海賊版の話
筆者は有機化学出身である。大学にいた頃、研

究室では毎週決まった曜日の夕方に有機化学の教
科書の輪読がおこなわれた。そこで使われたの
は、1000ページにもなる米国の著名な教科書であ
ったが、こうした教科書や専門書は当時（1960年
代）、すべて海賊版であった。海賊版の業者は毎
週のように研究室に出入りしていた。当時 1 ドル
は360円であり、手数料を加えた書店レートは600
円以上であったので、米国で50ドルの本であれ
ば、30,000円ということになる。初任給が 2 万円
の時代であるから、先生といえどもそうは原書を
買えるわけがなかった。おそらく、ノーベル賞を
受賞した諸先生方でも（若い方以外は）、海賊版の
お世話にならなかった方はいらっしゃらないので
はないかと思う。日本の戦後の研究開発を支えた
のは、まさに海賊版だったのである。

筆者はまた、ケミカル・アブストラクツ・サー
ビス（CAS）でアジアの営業を担当していたこと
がある。1995年ごろは、中国全土で、抄録誌ケミ
カル・アブストラクツは 2 部しか購読されていな

かった。しかし、化学の研究がケミカル・アブス
トラクツなしでできるとは思えない。そこで「現
状を調査してこい」といわれたものである。中国
の大学にいってみると、どこの図書館でもケミカ
ル・アブストラクツが立派に製本して飾ってあ
る。実はこれらはみな海賊版であった。まさに
1960年代の日本そのままであった。

これら学術雑誌の海賊版は、政府系の印刷所で
印刷されていたといわれる。しかし、中国が2001
年にWTOに加盟することが決まると、国際的な
体面上、中国政府はこれらの海賊版印刷所を一斉
に閉鎖した。その結果、ケミカル・アブストラク
ツを含む学術雑誌の正式注文が各出版社に殺到
し、学術出版社全体では数十億円の売り上げがあ
ったといわれる。ケミカル・アブストラクツ単独
でも数十セットの新規購読があった。海賊版がす
でに普及していたため、営業努力はまったく不要
であった。そのころようやく中国経済が発展の軌
道に乗りつつあるころで、技術者の月給が10万円
になろうとしていた。まさに期が熟していたとい
えるだろう。その後中国の学術情報市場は順調に
発展していると聞いている。

こうしたエピソードで思うことは、 2 つある。
①買う金がなければ、正式版は誰も買わない、
②海賊版は、正式版のための地ならしをしている
面がある、ということである。

ネット時代に入って、海賊版の広がりは桁が違
ってきている。しかし、海賊版の主な利用者が、
開発途上国であり、青少年であることを見ると、
この 2 つの観察は今でもあてはまるのではない
か。無論、海賊版の横行を奨励する訳ではないが、

「海賊版のために何千億円の損害が」という声を
聞くと、本当ですかといいたくなる。CASも別
に損をしていた訳ではなく、単にあちらに購買力
がなかっただけなのだから。

6 ．オープンソースとオープンアクセス
大型コンピュータが発展した1970年代、パソコ

ンが家庭に普及した1980年代は、コンピュータの
ソフトは買うものではなかった。MS DOSや
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Windows 3.1、あるいは日本市場を席巻したワー
プロソフト「一太郎」も、コピー自由であったた
めに急速に普及した。しかしその後、自分のシェ
アを築きあげると、誰もが著作権を主張し、プロ
テクトをかけて既得権の守りにまわった。これは
企業としては当然なことで、決して非難されるこ
とではない。ただ、著作権というものは、エスタ
ブリッシュメントの既得権を守るものだという事
実は認識する必要がある。英国における「海賊版
裁判」について山田奨治氏が書いた本はその意味
で一読の価値がある 1 ）。

現在ネットの開発の多くは、オープンソース
（無料のソフトウェアで、誰でもが自由に利用で
きる）のツールを用いている。たとえばWayback 
Machineで有名なインターネット・アーカイブの
システムのさまざまな基盤ソフトは、みなオープ
ンソースである。また多くのシステムでは、API

（外部のアプリからシステムにアクセスできる仕
組み）を公開しており、ボランティアの自由なア
プリ開発を奨励して機能の充実を図っている。最
近 運 用 を 開 始 し た、 研 究 者 の 同 定 シ ス テ ム
ORCIDでも、そこで開発したコードをオープン
ソース化するほか、APIも公開する予定である10）。
ネットの世界では、権利を主張するより、共用す
ることにより、お互いにイノベーションを図ろう
という精神が発達している。

また学術文献の場合、そもそも「著作権」とい
う概念が適切であるかどうかという議論がある11）。
学術文献では、そこで議論されている「学術内容」
が重要であり、「表現」を保護する著作権は（少な
くとも理工系では）あまり意味がない。加えて、
学者は学術論文が読まれることを欲しているので
あって、著作権や購読料で囲われて、自分の論文
が読まれなくなることは本意ではない。学術論文
のオープンアクセスが今話題となっているのは、
そのためである。多くのオープンアクセス雑誌で
は、クリエイティブ・コモンズのライセンスの
CC-BY、つまり、出典を明記さえすれば、無許
諾で商業的利用や改変を含めて自由に利用可、を
採用している。したがって、そこでの著作権は、

日本の著作権法でいう著作者人格権相当のものの
みといえる。

7 ．図書館と著作権
日本の著作権法は、さまざまな問題を抱えてい

るとはいえ、権利の制限規定が比較的明確で、そ
の運用も定着している。正しく理解していれば、
図書館員にとっては使いやすい。また、著作権者
との話し合いの場もいくつか機能している。その
中で、図書館の実態にあった複製ガイドラインな
どが合意されたり、あるいは障害者のための権利
制限規定など、新しい法改正も実現している12）こ
とは高く評価できる。

さらに、国立国会図書館等の努力により、同館
の蔵書の大規模電子化を可能とする法改正、さら
には、電子化データの図書館への配信のための法
改正などが実現したことも特筆されるべきだろう。

このように、図書館に関しては、わが国の著作
権制度は着実に便利になっていると思われる。た
だ一方で、最近の海賊版ダウンロード刑罰化のよ
うに、ネット関係では、著作物の利用についての
制限が強まっているようである。図書館とは直接
関係が薄いとはいえ、注視が必要である。

8 ．著作権をどう考えるか
この原稿を書いている今、テレビ・新聞は総選

挙報道一色であるが、選挙のひとつの争点はTPP
（環太平洋戦略的経済連携協定）参加の有無であ
る。あまり知られていないが、TPPでは知的財産
権が大きな要素となっている。リークされている
情報では、著作権に関して、「保護期間の死後70
年への延長」、「著作権法違反の非親告罪化」、「法
定賠償金の導入」などが、米国から要求されてい
るとされている。これらは、現行のわが国の著作
権制度に大きな変更をもたらすものであり、専門
図書館の各位も注意を払っていただければと思う。

2012年11月末には、福井健策弁護士らによっ
て、「TPPの知的財産権と協議の透明化を考える
フォーラム」が立ち上がり、ホームページも開設
された13）。「青空文庫」呼び掛け人、富田倫生氏は、
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最近（2012年12月）のツイッターで、TPPによる保
護期間の延長の可能性について懸念を示している14）。
保護期間の延長は、図書などのデジタル・アーカ
イブをおこなっている図書館にも大きな影響がある。

19世紀中ごろの米国の作家、エドガー・アラ
ン・ポーは、その書いた小説や詩を出版社に売っ
て生活していた15）。売り切りであるから、その小
説や詩が後でどんなに売れても、出版社がポーに
その分け前を渡すことはなく、ポーは生涯貧乏だ
った。その時代に比べると、現在の著作権制度は、
作家などの著作権者の生活を守っていることは疑
いない。

しかし、著作権制度の恩恵の大部分は、個人の
作家というよりは、ディズニーなど巨大コンテン
ツ産業が得ている。その意味では、著作権法は、
新たな文化の創造を促すインセンティブというよ
りは、既得権益を守るための頑丈な盾となってい
る面がある。

現代社会における、著作権制度のさまざまな問
題点を理解するための参考書16-20）を紹介しておき
たい。これには前述TPPについての福井氏の著書
もふくまれている18）。

9 ．おわりに
著作権の歴史と最近の著作権についての話題を

紹介し、また著作権について考えをのべさせてい
ただいた。

なお、専門図書館協議会著作権委員会では、こ
のたび「専門図書館と著作権Q&A 2012」を刊行
した 4 ）。これは「全般」、「著作権の有無」、「複製」、

「貸出」、「インターネット」、「その他」の 6 章に
分かれており、図書館員が出会うことの多い著作
権の問題について解説している。ご活用いただけ
れば幸いである。

（ときざね　そういち）
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著作権を考える―著作権の歴史、海賊版について、最近の話題
時実　象一（愛知大学/専門図書館協議会著作権委員会委員長）

著作権制度は、英国では書店主組合がその権益を守るために作られ、フランスでは、著者が出
版者から独占権を獲得するために作られた。著作者の権利は次第に認められるようになったが、
これが国際的な枠組みとなったのは、19世紀末に締結されたベルヌ条約である。これに関連する
他の国際的枠組みも紹介した。また、日本の著作権法にある権利制限規定の概略とフェアユース、
最近話題となっている出版における著作隣接権について解説した。

歴史的に見ると、日本もかっては海賊版を利用していた。中国の学術雑誌の海賊版は、学術雑
誌市場を開拓するという意味もあった。最近ネットの世界では、オープンソースが広く使われる
ようになった。また学術雑誌ではオープンアクセスが話題となっている。このように、イノベー
ションのためには何でもアクセス制限すればいいとは限らない。

なお、図書館における著作権運用は現在、安定している。しかし、ネットにおいては制限が強
まっており、さらにTPPに関連して、著作権の枠組みが変わるのではないかという懸念がある。
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